
公益社団法人日本動物用医薬品協会

会員各位

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改正する省令の

施行について(平成25年9月2日付け25消安第2439号)

の差し替えについて

当協会の業務運営にっきましては、日頃からご支援、ご協力を頂きお礼申し上げます。

さて、平成25年9月5日付け r動薬協会発138号」にて農林水産省消費・安全局長よ

り都道府県知事宛の写しをお送りしましたが当協会宛の農林水産省消費・安全局畜水産安全

管理課飼料安全基準班より通知がありましたので差し替えをお願い申しあげます。

事務連絡

平成2 5年9月12日

公益社団法人日本動物用医薬品協会



関係団体ご担当者殿

拝啓九月になってもまだ残暑が続いております、皆様ますますご清栄のこととお喜

ぴ申し上げます。

さて、 9月2日付けで発送いたしました、「飼料及び飼料添加物の成分規格等に関す

る省令の一部を改正する省令の施行について」の通知ですが、下表のとおり、訂正箇所

がありました。つきましては、変更後の別紙「飼料の安全性の確保及び品質の改善に関

する法律の運用について」を送付いたしますので、差し替えていただきますようぉ願い

いたします。

今後、このようなことが起こらないよう注意いたします。

引き続きょろしくお願いいたします。

通知の差し替えについて

平成25年9月9日

表正誤表

別紙

1 枚目

正

「飼料の安全性の確保及び品質の改

善に関する法律の運用について」

(平成 1 3年3月30日付け 1 2生

畜第1826号農林水産省生産局

長・フK産庁官通知)一部改正新旧対照

表(傍線部分は改正部分)

二0

「飼料の安全性の確保及び品質の改

善に関する法律の運用について」

(平成 1 3年3月30日付け 1 2生

畜第1826号農林水産省生産局

長・フk産庁官通知)一部改正新旧対照

表 (傍線部分は改正部分)

按
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「飼料の安全性の確保及ぴ品質の改善に関する法律の運用にっいて」
(平成13年3月30日付け12生畜第1826号農林水産省生産局長・水産庁官通知)一部改正新旧対照表

第1

第2 飼料の製造業等に関する規制
1 印初

2 規格及び基準

①・(2)[略〕

③成分規格等省令の留意事項
ア[略]

イ別表第2(飼料添加物関係)

(ア)[略]

(イ)飼料添加物一般の製造の方法の基推(成分規格等省令別表
邪2の3)

a ・ b [略]

C いわゆるプレミックスを製造する場合には各条に規定さ

れているいずれの賦形物質をも用いることができるが,こ

の場合においても,別表第2の3の(5)に掲げられた要

[略]

改正後

件を満たす必要がある。

第1

φ)・①[略]

④[略]

第2 飼料の製造業等に関する規制
1 [略]

2 規格及び基準

①・(2)[略]

③成分規格等省令の留意事項
ア[略]

イ別表第2 (飼料添加物関係)

⑦[略]

(イ)飼料添加物一般の製造の方法の基準(成分規格等省令別表
弔2の3)

a ・ b・'〔略1

0 いわゆるプレミックスを製造する場合には各条に規定さ

れているいずれの賦形物質をも用いることができるが,こ

の揚合においても,当然別表第2の2の(5)に掲げられ

[略]

改正

(傍線部分は改正部分)

^

月1」

(別 %助

た要件を満たす必要がある。

なお,別表第2の8の各飼料添加物の成分規格において,

騰形物質名の次に「等」と記載のある賦形物質にっいては,

当該物質名が明示された賦形物質のほか第1表に掲げる当

(ウ)・①[略]

④[略]

該物質が属する区分中のいずれかの賦形物質を用いること
ができる。



3~フ

第3 飼料の公定規格及び表示の基準
1~4 [略]

5 表示の基準

(D [略]

②表示方法等

ア・イ[略]

ウ法における表示は安全性に関するものと栄養成分に関するも

のとあり,また,表示事項も多岐にわたっているが,これにっ

いては,飼料品質表示基準(昭和51年7月24日農林省告示第76

0号)第2の7において重複する事項の表示は要しないことと

されている。配合飼料に関する表示事項を整理すれぱ第1表の

とおりであり,.また,表示の例は第2表のとおりであるので参

老とすること。なお,法による表示に際しては,表示票7の大

きさ,表示事項の記載順等は別段定めら・れていないが,飼料品

質表示基準の第2の遵守事項に基づいて実施すること。
(3)[略]

印割

第4 ・ 5

別記様式第1~17号

[略]

[略]

3~フ

哨,る。]

第3 飼料の公定規格及び表示の基準

1~4 [略]

5 表示の基準

(1)[略]

②表示方法等

ア・イ[略]

ウ法における表示は安全性に関するものと栄養成分に関するも

のとあり,また.表示事項も多岐にわたっているが,とれにつ

いては,飼料品質表示基準(昭和51年7月24日農林省告示第76
0号)第2の7に翁いて重複する事項の表示は要しないことと

されている。配合飼料に関する表示事項を整理すれば第2表の

とおりであり,また,表示の例は第3表のとおりであるので参
考とすること。なお,法による表示に際しては,表示票の大き

さ,表示事項の記載順等は別段定められていないが,飼料品質

表示基準の第2の遵守事項に基づいて実施するごと。

(3)[略]

[略]

用デンプン,ニーンスターチ,αーデンプン,デキストリン

第4・5

別記様式第1~17号

[略]

[略]

第1表

区分 斌形物質等

トウモロコシデンプン,コムギデンプン,デンプン,変性食



、

、

トウモロコシジスチラーズグレイン,トウモロコシジスチラ

ーズグレイン以外のジスチラーズグレイン,ジスチラーズグ
レインソリュブノレ

3 トウモロコシ穂軸粉末,コーンコプミール

グノレテン,小麦グノレテン,活性グノレテン,グノレテンミーノレ

5 小麦粉,ふすま,小麦ミドリング

米ぬか,米ぬか油かす

大豆かす,大豆粉,大豆油か司・,きな粉

ソイビーンミノレラン,大豆皮

9 ブドウ糖,乳糖,白糖,マノレトーズ

10 植物油,動物油,硬化油,高級飽和脂肪酸,脂肪酸

11 脱脂魚粉,ホワイトフィッシュミーノレ

12 ビーノレ酵母,トノレラ酵母,パン酵母

玲 無水ケイ酸,軽質無水ケイ酸,無水ケイ酸及びその塩類,ケ

イ酸カルシウム,含水二酸化ケイ素,含水無品形酸化ケイ素,

ケイ酸,無水ケぢ酸又はその塩類

14 リン酸一水素カノレシウム,第ーリン酸カノレシウム,りン酸=

旦

旦

6
一

7
一

旦



第・1表

〔略]

第2表

[略]

カノレシウム,りン酸カノレシウム,りン酸二水素カノレシウム

ノ

15 バーミキュライト,ケイソウ士,タノレク,カオリン,ベント

ナイト

注)区分11については、粗脂肪7%以下の、のである。

第2表

[略]

第3表

[略]


